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準々決勝で若水中を下し意気上がる京都精華女子と初出場でベスト４入りを決めた埼玉栄との準決勝。
　１Ｑ立ち上がり両チームともマンツーマンDefでスタート。京都精華女子はDefリバウンドを全員で頑張り、
速い攻撃へとつなげる。＃５のドライブ、＃４の３Ｐ、＃６のインサイドなどバランスよく攻める。埼玉栄は
途中、＃４を投入し、立て直しを図り、＃１５のジャンプショットなどで反撃する。１９－１２と京都精華女
子リードで１Ｑ終了。
　２Ｑ埼玉栄はプレッシャーを強くしDefから攻撃のリズムを作るがミスが続きリズムに乗れない。京都精華女
子も埼玉栄を攻めあぐね膠着状態が続く。埼玉栄は＃４ジャンプショットや＃５から＃７へのあわせのプレー
などで追い上げ２４－２０と差を４点差まで縮めて前半終了。
　３Ｑ立ち上がり京都精華女子は＃４の３Ｐ、＃５のリバウンドなどで７連続得点をあげる。埼玉栄は＃４、
＃６がドライブを仕掛けるが決定力に欠け、得点が伸びない。京都精華女子は＃１２がOffリバウンドを頑張
り、２次攻撃へとつなげる。残り３分、埼玉栄は＃５の２本のリバウンドショット、＃４の連続３Ｐなどで
徐々に挽回を図る。残り３秒、埼玉栄＃４のドライブが決まり３９－３５と京都精華女子が４点リードのまま
３Ｑ終了。
　４Ｑ埼玉栄は＃４のスピードあふれるプレイで追い上げを図る。残り６分、埼玉栄＃７がファウルアウトに
なるものの＃１６がブロックショットなどでその穴を埋める。残り４分、埼玉栄＃４から＃５のあわせのプ
レーで逆転。京都精華女子は相手のファウルで得たフリースローを決められず得点が伸びない。その後も埼玉
栄は運動量が落ちず、＃４のセットプレイからのショット、ダブルクラッチからのショット、＃１５のジャン
プショットなどで得点を重ね、決勝進出を勝ち取った。敗れたとはいえ、京都精華女子もスピードあるプレイ
や最後までボールを追い続ける姿は大変好感が持てた。準決勝にふさわしい熱戦であった。


